
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 主題構成表 

 主題名 「善悪の判断」（小学校第 1学年）  資料名「どんな一ねんせいになるのかな」 

 ■ 内容項目 １－（３） 

よいことと悪いことの区

別をし、よいと思うことを

進んで行う。 

■ 内容項目から見た児童

の実態（意識） 

・行ってよいことと、悪い

ことの区別はできる。 

・自分本位に身勝手なこと

をしたり、きまりを破っ

たりするなど、行ってよ

いことと悪いことを自分

自身の都合で判断し、よ

い行動をしようとする意

識が低い。 

（要因） 

・その場の雰囲気や、友達

に流されてしまう弱い心

がある。 

・ふざけ心や遊び半分な気

持ちから、安直に楽しい

ことを求めることがあ

る。 

・引っ込み思案であったり

ものおじをしたりしてし

まう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 価値の分析 

・善悪の判断とは、人としてやっ

てよいこと、社会通念としてし

てはならないことを、自分自身

でしっかり区別したり、判断し

たりすることである。  

・低学年の児童には、人としてや

ってよいこと、社会通念として

してはならないことをしっかり

区別したり、判断したりする力

を身に付けることが大切であ

る。そして、よいと思ったこと、

正しいと判断したことを進んで

行うことができる力を身に付け

ることも必要である。 

・この時期の児童は、小学校に入

学して間もない時期であり、学

校での集団生活において、規律

を守ることの大切さを学んでい

る。そんな中で、その時の雰囲

気や状況によって、よいこと、

悪いことの区別ができず、して

はならないことをしてしまうこ

ともある。それぞれの場面で、

どうすることがよいことなのか

を自分自身で考え区別し、よい

と思ったことを進んで行おうと

する態度を育てたい。 

 

 

 

 

 

 

 

■ 資料の分析 

・本資料は、学校に通うことを楽し

みにしていた主人公が、毎日張り

切って学校に行くと、よくないこ

とをしている子がいるのを見て、

自分自身はどうしていくとよい

のか、小学校に入学したばかりの

一年生が学校生活での善悪の判

断について考えることができる

内容である。 

・小学校生活を楽しみに、胸弾ませ

て入学した主人公が、毎日張り切

って学校に通う気持ちに共感さ

せる。 

・毎日張り切って学校に通うもの

の、よくないことをしている子が

いるのを見て、何がよくないのか

に気付く。 

・困っている友達の気持ちを考える

ことで、自分自身が学校生活を送

るためには、どのように行動する

とよいのか、自己の生き方につい

ての考えを深めるようにする。 

  

 

 

 

 

 

 

■ねらい 

友達を困らせたり、周りに迷惑をかけたりすることはよくないことだということに気付き、だれもが気

持ちよく生活できるよう、進んでよいと思ったことを行おうとする心情を育てる。 

■ 展開の構想 

・小学校生活を楽しみに、胸弾ませて登校する

気持ちは、入学間もない今の自分たちと同じ

であることから、十分共感させる。 

・毎日張り切って学校に通うものの、いけない

ことをしている子を見つけ、何がいけないこ

となのかを明らかにする。 

・何がいけないことなのかがはっきりしたこと

によって、自分はどんな一年生になろうと思

っているのか、自分と重ね合わせて捉えさせ

ていく。 

・これまでの自分を振り返りながら、今後の実

践への意欲を高める。 

 

 

 

 

 

■ 基本発問（◎中心発問） 

○毎日張り切って学校に通っているかばおくん

は、どんなことを考えながら学校に通ってい

るでしょう。 

○毎日張り切って学校に通うかばおくんは、い

けないことをしている子を見付けました。何

がいけないのでしょうか。 

◎かばおくんは、まわりの様子を見ながら、自

分はどんな一年生になろうと思ったでしょ

う。 

○学校生活の場で、よいことと悪いことを区別

して、自分で考えて行動できたことはありま

すか。 



 

 

２ 学習指導過程 
 基本発問と予想される児童の反応 指導・援助 

導
入 

◇心のノートを用い、善悪の判断に関わる場面を示
し、価値への方向付けをする。 

○この場面は、よいことをしている場面か、悪いこ
とをしている場面か、どちらかな。またそのわけ
も聞かせてください。 

 ・これはダメな場面です。だって、二人乗りをし
ては危ないよ。 

 ・これもダメな場面です。だって、授業中ふざけ
ていたら、お話が聞こえないよ。みんなが迷惑
するよ。 

・「わたしたちの道徳」P34・35の絵（２，
３場面を抽出）から、よいことか悪いこ
とか、またどうすればよいかを問うこと
で、本時は善悪の判断について学習する
ことを意識付ける。 

 

展 
 
開 
 
前 
 
段 

◇資料提示をする。（教師による読み聞かせ） 
○毎日張り切って学校に通っているかばおくんは、
どんなことを考えながら学校に通っているでしょ
う。 

 ・学校って楽しいな。  
・今日もみんなと会えるから楽しみだなあ。 
・みんなと遊べるから楽しみだなあ。 

 ・今日もいっぱい勉強するぞ。 
○毎日張り切って学校に通うかばおくんは、いけな
いことをしている子を見付けました。何がいけな
いのでしょうか。 

 ・友達をたたいてはいけないよ。 
 ・友達の物をとってはいけないよ。 
 ・授業中、おしゃべりはいけないよ。 
 ・割り込みはダメだよ。 
 ・人のノートに落書きはダメだよ。 
 ・人の靴をかくしてはいけないよ。 
 ・相手が困っているよ。困るようなことはしては

ダメだよ。 
 ・相手が悲しそうな顔をしているよ。悲しませて

はいけないよ。 
◎かばおくんは、まわりの様子を見ながら、自分は
どんな一年生になろうと思ったでしょう。 
・友達に迷惑をかけないように行動できる一年生
になろうと思っている。 

・みんなが楽しく生活できるように嫌がることは
しない一年生になろうと思っている。 

・自分勝手なことをしない一年生になろうと思っ
ている。 

・よいことを進んでやる一年生になろうと思って
いる。 

 
 
 
・人のやっていることをまねせず、ちゃんと自分で 
考えているから。    

・よいと思うことをやろうときちんと決めてできる 
ような一年生になろうとしているから。    

・ペープサートや、紙芝居など、児童が考
えやすいような工夫があるとよい。 

・かばおくんが、学校生活を楽しみに、胸
弾ませて登校する気持ちは、小学校入学
間もない子どもたちの気持ちと同じで
あることをおさえ、十分共感させる。 

・「にこにこ笑顔のかばおくん」（資料の挿
絵）をペープサート等で用意し、主人公
になりきって話せる環境を工夫する。 

・資料の挿絵を絵カードにし、1枚 1枚何
がいけないのか児童に問いかけること
で、よいことと悪いことを区別し、何が
いけないのかを明らかにする。 

・いけないことをしている子を見付けた時
のかばおくんの表情を、「にこにこ笑顔
のかばおくん」と比較させて考え、位置
付けておく。 

〈補助発問〉 
○みんなはちゃんといけないことがわか
るんだね。でも、よいことなのか悪いこ
となのか、先生やおうちの人に聞かなく
てもいいのかな。 

・周りの大人に聞かなくても分かる、自分
自身で考えて区別することができると
いうことを自覚させる。 

 
・この時のかばおくんの思いを、役割演技
をしながら語らせる。顔の表情や、声の
トーンにもこだわり、自分と重ね合わせ
て語るようにする。 

 
 
 
 
 
 
・よいことをきちんと判断することで、学
校生活も楽しくなることを確認する。 

 
展
開
後
段 

○学校生活の場で、よいことと悪いことを区別して、
自分で考えて行動できたことはありますか。 
・廊下を走るとみんなが危ないから、気を付けて
います。 

・これまでの自分を振り返りながら、自分
自身で善悪の判断を行うことができた
ことを語ることで、今後の実践への意欲
をより高める。 

終
末 
 

◇教師の説話 
 ・どうすることがよいことなのかを自分で考え、

判断することで、自分自身や周りの仲間も楽し
く生活できることに気付かせる。 

・教師自身の経験に基づく事例を基に、児
童の実態や学級経営の指導の方向に即
して意図的に話す。 

 

【深めの発問】 
かばおくんの、どこがすごいかな。 

●言語活動の充実 
かばおくんと聞き手になって話す

ことを通して、よいと思ったことを行
動しようとすることについて考える。 



 

 

３ 道徳の時間（本時）と他の教育活動との関連 
〈場の内容・ねらい〉         〈児童の意識〉    〈指導・援助〉 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

体育（４月） 
「ゆうぐ」 
・固定施設である、登 

り棒や肋木、鉄棒等 

を使い、登り下りや 

ぶら下がり、回転な 

どをして遊ぶことが 

できる。 

【日常の活動】 
○朝の会 
・みんなが学校生活 

を楽しく過ごすた 

めには、いろいろ  

なきまりやルール 

があることを知る。 
・学校生活を楽しく 

過ごすために、よ 

いことをきちんと 

判断し、行動する 

ことができるよう 

目的やめあてをも 

つ。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○帰りの会 
・よいことをきちん 

と判断し、行動でき
たことを振り返る。
また、仲間の姿も知
り、明日からの意欲
にする。 

 

○休み時間・掃除活 
動   

・仲間が学校生活を 

楽しく過ごすこと
ができるように、休
み時間には、仲間同
士誘い合って仲よ
く遊ぶことができ
る。また、掃除時間
には、どうすること
がよいことなのか
を自身でしっかり
考え、判断し、行動
できる。 

・学校は友達がたく
さんいるから楽し
いな。楽しい活動
もいっぱいあって
嬉しいな。みんな
で楽しく生活する
ためには、いろい
ろなきまりやルー
ルがあるんだな。
きちんと守って生
活していこう。 

・学校生活の場に
おいて、自分さ
えよければいい
という自分本位
の考え方ではな
く、よいことと
いけないことの
区別をし、その
時の状況によっ
て自分自身で考
え正しく判断し
たことを進んで
行おうとする態
度を育てる。 

道徳の時間（４月） 
「どんな 一年生に なるのかな」 
 どうすることがよいことなのか、自分自
身で考え判断することで、学校生活を楽し
く過ごすことができることに気付き、正し
いと判断したことを進んで行おうとする
態度を育てる。 

 

生活（４月～５月） 
「がっこうだいすき」 

・友達といっしょに校 
舎内や校庭を歩いた 
り、通学路の様子を 
調べたりして、学校 
の施設や、学校生活 
を支えている人々や 
自分たちの安全を守 
っている人々のこと 
が分かり、楽しく安 
心して遊びや生活が 
できるとともに、安 
全な登下校ができ 
る。 

生活（４月） 
「どきどくわくわく１
年生」 
・学校の施設や先生、 
友達などと関わるこ 
とを通して、学校に 
親しみ、学校生活を 
送るための習慣や技 
能を身に付け、登下 
校のルールなどがあ 
ることが分かるとと 
もに、これからの学 
校生活や教科学習な 
どへの意欲をもち楽 
しく安心して遊びや
生活ができる。 

  

 

・自分勝手なことを
すると、相手が困
ったり、迷惑した
りする。よいこと
をきちんと判断し
て行動することで
学校生活が楽しく
なるので、自分も
頑張っていこう。 

・遊具で遊ぶ時に、
順番を守ったり、
友達がやっている
のを応援したりし
ていたら、けんか
もなく、みんなが
楽しくできた。や
っぱりきまりや約
束を守ることは大
事だなあ。 

・掃除時間は、ぞう
きんできれいに床
を磨いたら、ぴか
ぴかになった。一
生懸命に掃除をし
てよかったな。 

 

 

 

 

・学校はみんなが生
活する場所。大き
な声で騒いだり、
廊下を走ったりせ
ず、きまりを守っ
て学校探検するこ
とができたよ。 

・私たちの安全を守
ってくれる人が地
域にもいるんだ。
迷惑をかけないよ
うに、まずは自分
がよいと思うこと
を行って、交通ル
ールを守らないと
いけないな。 

・順番を守ったり、
友達を応援した
りしている姿を
価値付け、そう
することで、皆
が遊具で、楽し
く、たくさん遊
ぶことができる
ことに気付かせ
る。 

・学校は集団で生
活する場所であ
る。そのために
は、一人一人が
よいと思うこと
とよくないと思
うことを判断し
て生活する必要
がある。そうす
ることで、みん
なが、楽しい学
校生活を送るこ
とができること
に気付かせてい
く。 

・その時の雰囲気
や状況に流され
ず、自らの判断
で、正しいこと
を進んで行動で
きたことを価値
付ける。そして、
これからも、い
ろいろな場面に
おいて、実践で
きるように、促
していく。 

・自分自身で判断
し、進んで行う
ことができた児
童の姿を広め、
価値付けてい
く。 
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いたいよ。 

かえしてよ、 

ぼくのだよ。 
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成
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文
部
科
学
省
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う
る
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く
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よ
。 

わ
り
こ
ま
な
い
で
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よ
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